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真冬の成人式
　１月９日に開催された成人式。８月
から延期しての開催でしたが、新成人
を代表し、渡部泰

た い ご
伍さん（檜原）が家

族や恩師への感謝と、「精一杯生きて
いく」という誓いの言葉を述べました。

感
謝
感
謝
とと

　
　
　
　    

誓誓
いい



①看板の前で　②受付を担当する実行
委員　③華やかな振袖に笑顔が映える
④成人証書を受け取る星さん　⑤参加
者全員で記念撮影　⑥司会を務めた星
碧斗さんと星萌依さん　⑦感染対策の
ため間隔をとって着席　⑧同級生と談
笑　⑨タイムカプセルの中身で笑顔に
⑩恩師への花束贈呈　⑪たくさん勉強
した証　⑫恩師を囲んで楽しく撮影

月
９
日
、
下
郷
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
66

回
下
郷
町
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
お
よ
び
町
教
育
委
員
会
、
成

人
式
実
行
委
員
会
の
主
催
。
新
成

人
66
名
の
う
ち
、
43
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
昨

年
８
月
か
ら
延
期
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
、
会
場
で
は

座
席
を
離
し
、
国
歌
と
町
民
の
歌

は
音
源
を
流
す
の
み
な
ど
対
策
を

と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
成
人
証
書

は
一
人
一
人
に
手
渡
さ
ず
、
星
心

さ
ん
（
中
妻
）
に
よ
る
代
表
受
領

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
新
成
人
の
皆
さ
ん

は
写
真
撮
影
や
談
笑
し
た
り
と
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
旭
田
、
楢
原
小
学
校
出
身

の
参
加
者
は
、
小
学
６
年
生
の
と

き
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
。

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　

昨
年
度
は
中
止
と
な
っ
た
成
人

式
。
今
年
度
は
延
期
後
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
や
保
護

者
か
ら
は
、「
開
催
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

①

⑤

⑥⑦⑧

⑨
⑪

⑩

③④

②

１⑫

第 66 回第 66 回
下 郷 町下 郷 町 成人式成人式
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マイナンバーカード申請相談
申

◆戸籍保険係　☎0241-69-1133◆公民館　☎0241-67-2211

告相談会にて、マイナンバーカード
申請相談窓口を開設します。

　まだマイナンバーカードの申請がお済み
でない方は、申告相談会の待ち時間などに
ぜひご相談ください。

確
定
申
告
相
談
会
場
で
実
施
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
前
倒
し

順次、接種券を郵送。

昨

◆健康係　☎0241-69-1199

年
12
月
よ
り
、
医
療
従

事
者
等
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
３
回
目
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
接
種
日
程
の
前
倒
し
を

進
め
て
お
り
、
２
回
目
接
種
日
か

◆対象者
18 歳以上で２回目の接種を終えている方

◆接種可能時期
２回目の接種日から、６カ月または７カ月
経過した日から接種可能となります。

◆注意
・接種券が送付されていない方は予約できま

せん。接種券の送付をお待ちください。
・国の動向やワクチンの配付状況により変更

となる場合があります。ご了承ください。
・１、２回目が未接種で接種を受けたい方は、

一度、健康福祉課までご相談ください。

前倒し接種について

町からのお知らせ

芸術文化鑑賞事業
映画「霧幻鉄道」特別試写会

星賢孝氏 写真展

渡部誠記氏 寄贈品展

　安孫子亘監督のドキュメンタリー映画「霧幻
鉄道」が、まもなく全国の映画館で上映されます。
これに先立ち、下郷町で特別試写会を開催しま
す。入場は無料です。皆さまのご来場をお待ち
しております。
◆日　時　２月６日（日）　13：30 ～
◆場　所　下郷ふれあいセンター　大ホール
◆その他　安孫子監督と写真家・星賢孝さんの

トークイベントも開催します。

　映画「霧幻鉄道」上映にあわせて、郷土写真家・
星賢孝さんの写真展を行います。只見線の復活
に人生を賭ける写真家の力作をご覧ください。
◆日　時　２月１日（火）～２月 13 日（日）
　　　　　９：00 ～ 16：30（※月曜休館）
◆場　所　田沼文藏記念館　常設展示室
◆その他　多目的スペースでは、「星賢孝と仲

間たち」の写真展も同時開催します。
あわせてご覧ください。

　渡部誠記さん（刈林）から寄贈された掛け軸
などを展示します。大正、昭和の有名政治家に
よる作品と思われるものもあります。ぜひご来
場ください。
◆日　時　２月 15 日（火）～２月 27 日（日）
　　　　　９：00 ～ 16：30（※月曜休館）
◆場　所　田沼文藏記念館　常設展示室
◆その他　寄贈に関する記事は９ページに掲載

しています。

ら
６
カ
月
ま
た
は
７
カ
月
経
過
し

た
方
は
、
３
回
目
の
接
種
が
で
き

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
順
次
、
接
種
券
を

発
送
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆実施日 令和４年２月 19 日（土）、26 日（土）、３月５日（土）
◆時　間 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：30
◆場　所 申告相談会場（下郷ふれあいセンター）
◆内　容 申請に関する支援、相談受付
◆持ち物 相談のみの方：持ち物は不要

申請希望の方：本人確認書類（運転免許証、障害者手帳、
健康保険証など）、通知カード（お持ちの
方のみ）、個人番号カード申請書（お持ち
の方のみ）
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１
月
９
日
、
町
役
場
に
お
い

て
町
消
防
団
並
び
に
婦
人

消
防
隊
の
出
初
式
、
無
火
災
祈
願

祭
が
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
や
婦

人
消
防
隊
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
開
催

せ
ず
、
今
年
は
感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
、
殉
職
消
防
団
員

へ
の
黙
と
う
の
後
、
高
倉
神
社
長

沼
秀
徳
宮
司
（
大
内
）
に
よ
る
神

事
が
執
り
行
わ
れ
、
参
加
者
は
気

持
ち
を
新
た
に
一
年
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

星
學
町
長
は
「
本
業
が
あ
り
な

が
ら
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
皆

さ
ま
に
感
謝
し
て
い
る
。
消
防
団

は
地
域
防
災
力
の
要
。
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
、星
清
美
町
消
防
団
長
は「
昨

年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
訓
練
等
が
で

き
た
こ
と
、
団
員
に
感
謝
し
て
い

る
。
引
き
続
き
郷
土
愛
の
精
神
に

基
づ
き
、
消
防
活
動
に
当
た
っ
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

無
火
災
、
無
災
害
を
祈
願

町
消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
出
初
式
、
無
火
災
祈
願
祭

▲安全を祈願する神事

100 歳100 歳おめでとう
星敏子さんに賀寿状贈呈

こ

▲ 100 歳を迎えられた星さん ▲お祝いの会にて

のたび、星敏子さん（音金）がめでたく100
歳を迎えられ、12月 21日、自宅において百

歳高齢者知事賀寿贈呈式が執り行われました。
　星さんの長寿の秘訣は規則正しい生活と、好き嫌
いなく食べること。普段は時代劇や相撲などのテレ
ビ番組を楽しんでいるそうです。
　お孫さんが遊びに来ると、表情が明るくなるとい
う星さん。贈呈式に先立ち、兄弟や孫、曾孫、玄孫
が集まりお祝いしたそうです。

南会津会来庁／町交通安全母の会会長来庁／
町内郵便局長来庁／南会津建設事務所長来庁
南会津会理事会／広域組合管理者会／年末年
始の飲酒運転防止啓発活動
会津鉄道㈱取締役会／福島放送来庁／町空家
等対策協議会／倉村ふるさと保存会来庁
南会津地区保護司会役員来庁／東北電力ネッ
トワーク㈱田島電力センター所長来庁／電源
開発㈱東日本支店長来庁／町健康づくり推進
協議会
国道 118 号道路改良促進期成同盟会要望活動
仕事納めの式

消防署下郷出張所仕事始めの式／仕事始めの式
／教育委員、職員辞令交付式／県出先機関訪問
町商工会年末大売り出し抽選会／昭和電工㈱
東長原事業所来庁
会津鉄道㈱来庁／会津交通㈱来庁／会津乗合
自動車㈱来庁
南会津地方広域組合消防長来庁
消防団出初式・無火災祈願祭／第 66 回成人式
福島民報南会津支局訪問／福島民友南会津支
局訪問／町建設組合来庁
広域組合議会全員協議会
町農業委員候補者評価委員会／下郷ホーム園
長来庁
人権擁護委員法務大臣感謝状伝達式／㈱香精来庁

12 月
20 日

21 日

22 日

23 日

24 日
28 日
１月
４日

５日

６日

７日
９日

11 日

12 日
13 日

14 日

 星町長   　 No.100動動 静静

和３年度南会津地域サポート事業成果報告会は
１月19日、御蔵入交流館において開催されま

した。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
当日は発表者のみが会場に集まり、参観はオンライン
のみとなりました。
　サポート事業とは、民間団体等による地域振興の取
組を県が支援するもの。成果を共有し、今後の地域づ
くり活動に役立てる目的で報告会を開催しています。
　下郷町からは、十文字星見台を運営する岸正一さん
（十文字）らが参加。岸さんは、十文字の魅力である豊
かな自然と美しい夜空を活用し、交流人口の増加、移
住の促進を目指して活動しています。
　事例発表では感染対策など苦労したことも話してい
ましたが、「十文字の魅力を全国に発信し、地域活性化
に努めたい」と意気込みを語っていました。

◀
活
動
内
容
を
報
告
す
る
岸
さ
ん

十文字の魅力を全国に
サポート事業成果報告会で事例発表

▲参加した大内青年会の皆さんと学生ら

▲木枠に雪を入れ、踏み固める作業

研
修
旅
行
立
案
を
目
指
す

大
内
区
と
大
学
生
が
交
流

月
17
日
、
福
島
大
学
行
政

政
策
学
類
の
大
黒
太
郎
教

授
と
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生
ら
が

大
内
宿
を
訪
れ
、
町
並
み
展
示
館

前
に
雪
灯
籠
を
作
り
ま
し
た
。

　

大
黒
教
授
と
ゼ
ミ
生
ら
は
国
内

外
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
を
し

て
お
り
、
大
内
宿
で
の
活
動
は
今

回
が
初
め
て
で
す
が
、
継
続
的
な

活
動
を
し
た
い
と
の
こ
と
。
こ
う

し
た
活
動
を
県
内
で
の
復
興
支
援

活
動
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い

１

令

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
南
会
津
管

内
で
地
域
活
動
を
基
に
し
た
研
修

旅
行
を
企
画
し
、
国
内
外
に
福
島

県
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
ら
は
大
内
青
年
会
の
指

導
の
下
、
実
際
に
大
内
宿
雪
ま
つ

り
で
つ
く
る
雪
灯
籠
を
作
成
。
只

浦
豊
次
区
長
は
、「
今
回
の
活
動

を
き
っ
か
け
に
、
大
内
宿
で
新
し

い
企
画
を
提
案
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

広報しもごう　令和４年（2022 年） ２月号7 6広報しもごう　令和４年（2022 年） ２月号



和
３
年
度
福
島
県
多
面
的
機

能
支
払
優
良
活
動
組
織
表
彰

に
お
い
て
、
倉
村
ふ
る
さ
と
保
存
会

が
最
優
秀
と
な
る
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
県
多
面
的
機
能
支

払
推
進
協
議
会
が
、
農
地
お
よ
び
農

村
の
維
持
管
理
の
た
め
に
活
動
す
る

組
織
を
対
象
に
行
う
も
の
で
す
。

　

倉
村
ふ
る
さ
と
保
存
会
で
は
、
地

区
の
農
村
風
景
を
後
世
に
残
す
た
め

草
刈
り
等
の
共
同
作
業
の
ほ
か
、
景

観
植
物
の
植
栽
、
水
生
生
物
の
環
境

整
備
を
実
施
。
さ
ら
に
地
域
住
民
の

結
び
つ
き
を
強
め
る
目
的
で
、
集
落

を
あ
げ
た
イ
ベ
ン
ト
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
、
倉
村
ふ
る
さ
と
保
存

会
事
務
局
の
皆
さ
ん
が
来
庁
し
、
星

學
町
長
に
受
賞
を
報
告
。
渡
部
辰
雄

会
長
は
、「
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
け

た
の
は
、
関
係
各
所
と
地
域
住
民
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

倉
村
区
の
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
組
織
と
な
っ
て
い
る
同
会
。
事

務
局
の
皆
さ
ん
は
、
今
回
の
賞
に
恥

じ
な
い
よ
う
引
き
続
き
活
動
を
継
続

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

▲星町長に受賞報告した渡部会長（前列中央）ら事務局の皆さん

▲倉村芸術祭 ▲畔に穴をあける動物が嫌うヒガンバナを植栽

倉
村
ふ
る
さ
と
保
存
会
に

知
事
賞

令和３年度福島県多面的機能支払
優良活動組織表彰

令

令 和３年第４回町議会定例会において、町教
育委員会教育委員に佐藤正文さん（中妻）

の再任が決定し、１月４日、町役場において辞令
が交付されました。
　佐藤さんは今回で３期目。任期は令和４年１月
１日から令和７年12月31日までとなっています。

教育委員に再任
佐藤正文さんに辞令

▶
再
任
が
決
定
し
た
佐
藤
さ
ん

善意ありがとう

◀
星
町
長
に
目
録
を
手
渡
す
渡
部
さ
ん（
右
）

▶
寄
贈
さ
れ
た
門
松

◀
作
品
を
寄
贈
さ
れ
た
鹿
目
さ
ん
（
右
）

　12月 22日、玉川護さん（弥五島）が来庁し、
町に新春を祝う門松を寄贈されました。
　玉川さんは高さ２メートルほどの大きな門松
を作り、毎年関係各所に寄贈しています。役場
では、今年も正面玄関に飾らせていただきまし
た。
　心より御礼申し上げます。

　12月 27日、鹿目兼信さん（湯野上）より、
刻字展で展示していた作品「天地神明」が寄贈
されました。（展示については14ページに掲載）
　多くの作品の中からこれを選んだのは、「町
の行政を司るところに向いていると感じたから」
とのこと。寄贈された作品は、役場１階に展示
しています。心より御礼申し上げます。

　12月 24日、渡部誠記さん（刈林）より掛け
軸など43点が寄贈され、さらに100万円が寄
附されました。
　寄贈された作品は渡部さんのお父様が所蔵し
ていたもので、「町に寄贈することで、活用して
もらいたい」とのことでした。
　心より御礼申し上げます。
▶寄贈品：金屏風１対、掛け軸（絵画、書）36
幅、浮世絵６枚　▶寄附額：100万円

※寄贈品を田沼文藏記念館で展示します。詳細
は５ページをご覧ください。
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月
14
日
、
町
役
場
に
お
い

て
、
前
人
権
擁
護
委
員
の

神
田
隆
宏
さ
ん
（
倉
水
）
に
法
務

大
臣
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
田
さ
ん
は
、
平
成
25
年
か
ら

人
権
擁
護
委
員
を
３
期
（
９
年
）

務
め
、
昨
年
12
月
31
日
に
退
任
。

在
任
中
、
町
の
特
設
人
権
相
談
所

開
設
な
ど
で
は
常
に
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
、
人
権
意
識
の
普
及

高
揚
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
若
松
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
常
務
委
員
や
、
同
会
の
南

人
権
意
識
の
高
揚
に
貢
献

神
田
隆
宏
さ
ん
に
法
務
大
臣
感
謝
状

人

保

こ
権擁護委員の黒森正敬さんに法務
大臣より委嘱が発令され、再任が

決定しました。また、退任した神田隆宏
さんの後任として、室井徹弥さんが新し
く任命されました。
　人権擁護委員は、地域住民の基本的人
権の擁護と、人権を尊重する思想の普及
を目的に活動しています。
　任期は令和４年１月１日から令和７年
12月 31日までとなっています。

人権擁護委員に任命
黒森さん、室井さん

▲感謝状を受け取った神田さん

令 和３年度福島県警察本部長・交通安全協会長連
名表彰において、町交通安全母の会が交通安全

功労団体として表彰されました。
　昭和 49年に設立された同会は、児童の登下校の見
守りなど、多年にわたり交通安全に顕著な成果をあげ
ています。
　12月 20日、船木和佳子会長（刈林）が町役場を訪れ、
星學町長に受賞を報告しました。会員が減る中で活動
を続ける同会。船木会長は「体の続く限り頑張りたい」
と話していました。

町の交通安全に貢献
交通安全母の会を表彰

▶
星
町
長
と
、
受
賞
を
報
告
し
た
船
木
会
長
（
右
）

会
津
部
会
副
会
長
も
務
め
、
会
津

地
区
の
人
権
擁
護
活
動
で
も
実
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
福
島
地
方
法
務

局
若
松
支
局
の
大
竹
健
司
支
局
長

か
ら
、
神
田
さ
ん
に
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
神
田
さ
ん
は
、

「
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
に
よ
り
、
９
年
間
全
う
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
人

権
擁
護
の
普
及
啓
発
に
力
を
貸
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

１

　今年も、しもごろーにたくさんの年賀状が届
きました。年賀状をくれた188名全員へ返信を
送り、さらに抽選で 20名にしもごろーのグッ
ズをプレゼントしました。
　プレゼント対象者の抽選会は、１月18日に
町役場において開かれ、浅沼弘志町観光協会長、
五十嵐浩江川郵便局長、五ノ井聡旭田郵便局長
が行いました。

年賀状ありがとう
しもごろーに 188 通

のたび、佐藤盛雄議員（小松川）に総務大臣感
謝状が贈呈されました。

　この感謝状は、地方議会の議員として通算 35年以
上在職し、地方自治の発展に顕著な功労があったと認
められる方に対し贈呈されるものです。佐藤議員は、
昭和 61年から町議会議員として在職しており、平成
30年から２年間は議長も務めました。
　贈呈式は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため開催されず、12月 10日、小玉智和町議会議長
より佐藤議員に感謝状と記念品が手渡されました。

永年の議員活動を称えて
佐藤議員に総務大臣感謝状

◀
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
佐
藤
議
員

▲（左から）星町長、星さん、大山会長

▲（左から）しもごろー、浅沼会長、五ノ井局長、五十嵐局長

護司を務める星芳昭さん（湯野上）に、法
務大臣表彰状が贈呈されました。

　12月 23日、町役場において伝達式が執り行わ
れ、南会津地区保護司会の大山義幸会長より表彰
状が手渡されました。
　星さんは平成14年から保護司として活動。犯
罪予防の観点から、仮出所者の再犯防止や社会復
帰の支援活動、「社会を明るくする運動」などの啓
発活動に従事してきました。
　表彰を受け、星さんは「大変名誉な賞をいただ
き感無量です。関係各位のあたたかいご協力のお
かげで、18年にわたり務めることができました」
と感謝を述べました。
　保護司とは、罪を犯した人の更生・社会復帰な
どを支援するボランティア。星さんは今年５月に
退任予定ですが、「罪を犯してしまった人の再犯
防止のためにも、保護司の活動について多くの人
に理解していただきたい」と話していました。

再犯防止に尽力
星さんに法務大臣表彰

黒
くろ

森
もり

 正
まさ

敬
たか

 委員（芦の原）再 室
む ろ い

井 徹
て つ や

弥 委員（倉村）新
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令和４年新春書初め展　特別賞 町 多
く
の
力
作
並
ぶ

令
和
４
年
新
春
書
初
め
展

公
民
館
主
催
の
令
和
４
年
新

春
書
初
め
展
は
、
１
月
22
日

か
ら
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
町
内
小

中
学
生
な
ど
の
作
品
３
１
１
点
が
田

沼
文
藏
記
念
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
１
月
20
日
に
行
わ
れ
た

審
査
会
の
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

◆小学生の部
学年 町長賞 教育長賞 公民館長賞

１年 湯田　彩加（楢）星　　奏綾（江）湯田　詩乃（楢）

２年 渡部　輝真（楢）佐藤慧志朗（旭）湯田ひなの（楢）

３年 山田　愛真（江）佐藤　璃奈（楢）小山　真奈（旭）

４年 渡部　未優（楢）渡部　徠愛（楢）五十嵐歩音（江）

５年 室井　美奏（旭）斎藤　綾奈（楢）星　茉実花（旭）

６年 黒森　咲衣（江）小椋　唯花（旭）星　　亜咲（楢）

◆中学生の部
学年 町長賞 教育長賞 公民館長賞

１年 植村ひまり 渡部　愛琉 白澤　梨夢

２年 齋藤　心羽 松矢夏月葵 佐藤　碧海

３年 長沼　志保 星　　真由 佐藤　桃奈

▲優秀少年団団員の盾をもつ室井くん

▲優良賞を受賞した露崎くん

有 志会の室井陽介くん（刈林）と露崎樹くん（塩生）
が、福島県剣道道場連盟主催の県剣道少年団研

修会において表彰され、12月 16日、室井伊久男会長
より表彰状が伝達されました。
　室井くんは令和２年度の研修会にて優秀賞を受賞。
さらに全日本剣道道場連盟の優秀剣道少年団団員とし
ても表彰され、表彰状と盾が贈られました。どちらも
昨年度の表彰ですが、新型コロナウイルス感染症の拡
大防止のため表彰式等が中止になり、令和３年の稽古
納めに合わせて表彰状などが手渡されました。
　剣道を始めた頃は吃音に悩み、話すことに自信がも
てなかったという室井くん。さまざまな場面で後ろ向
きな考え方しかできなかったそうですが、「剣道に打ち
込むうち、自分に自信がもてるようになり、プラスに
なることがたくさんあった」と振り返ります。「これか
らも自信を持って、前向きに生きていきたい」と胸を
張って話してくれました。
　また、露崎くんは令和３年度の研修会で優良賞を受
賞。「剣道を通して学んだこと」と題し、技能だけでな
く、礼儀作法など学んことを作文にしました。感染症
の拡大防止のため、予定されていた発表会は中止となっ
てしまいましたが、「剣道に対する自分の想いをまとめ
ることができたので、良い機会になった」と前向きに
話してくれました。

文武両道を体現
有志会の２名を表彰

　この冬は断続的に雪が降り続き、町内全域が白銀の世
界となりました。日々、自宅周辺などの雪かきに追われ、
ご苦労されているかと思いますが、凍結した路面での転
倒、除雪中の事故が後を絶ちません。
　雪による事故は、注意すれば未然に防げるものがほと
んどです。今回は、除雪の際の注意点などをご紹介します。

★除雪全般について
雪による人身被害（怪我や死亡事故など）のうち、
８割が除雪作業中に発生しています。
・除雪は２人以上で行いましょう。１人で行う

場合は家族や隣人に声をかけ、携帯電話を身
につけましょう。

・暗い時間帯に除雪を行う際は、反射材を身に
つけてください。

・体調がすぐれないときは無理をせず、除雪中
もこまめに休憩を取りましょう。

★屋根の雪下ろし
県内で最も多い雪の事故は、屋根の雪下ろし作
業で転落するケースです。
・安全帯や命綱、ヘルメットなどを装着し、安

全が確保できる状態で行いましょう。
・はしごを使う際は、はしごをしっかり固定し、

慎重に上り下りしてください。また、はしご
上での作業は危険です。絶対にやめましょう。

・屋根の上では足場を確認し、上側から雪を下
ろすようにしましょう。

雪の事故にご注意を！

南会津地方広域消防署下郷出張所、南会津警察署楢原・湯野上駐在所より
（消防署便り No.123 ／こんにちは駐在所です）

▶
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
命
綱
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
！

★屋根からの落雪
落雪やつららにも注意しましょう。雪の下敷き
になったり、頭部を傷つける可能性があります。
また、雪による死亡事故の半数以上は、落雪が
原因です。
・雪が落ちそうな屋根の下には、なるべく近付

かないように十分注意してください。
・軒先の除雪は必ず２人以上で行い、万が一、

落雪で１人が埋まってしまった場合も、すぐ
助け出せるようにしましょう。

★除雪機の操作
屋根などからの転落、落雪に次いで多発してい
るのが、除雪機による事故です。「除雪機に巻き
込まれる・轢かれる」「壁などの間に挟まれる」
といった事故が多発しています。
・除雪機の雪詰まりは必ずエンジンを切ってか

ら、棒などで取り除くようにしましょう。
・除雪機を使う際には、周囲の安全を確認する

とともに、緊急停止の操作方法等を確認して
おきましょう。

★雪上を歩く際の注意点
圧雪・凍結路面での転倒は、特に高齢者の方々
は大けがにつながりやすい傾向にあります。除
雪のときだけでなく、普段のお出かけの際にも、
足元には十分注意してお過ごしください。
・滑りにくい靴を履き、いつもよりゆっくりと、

慎重に歩きましょう。
・路面が凍結しているときは歩幅を小さくし、

かかとから地面に着くようにしましょう。
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町の話題

◀
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
配
布

◀
参
加
者
の
皆
さ
ん

▶
輪
投
げ
競
技

▶
一
緒
に
滑
り
な
が
ら
丁
寧
に
指
導

◀
地
域
活
動
の
重
要
性
を
話
す
室
井
区
長

12１

令

町

四

12

月
12
日
か
ら
18
日
に
か
け

て
、
田
沼
文
藏
記
念
館
に

お
い
て
鹿
目
兼
信
さ
ん
（
湯
野
上
）

の
刻
字
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

刻
字
と
は
、
文
字
を
立
体
的
に

表
現
す
る
芸
術
作
品
。
木
材
に
、

の
み
や
彫
刻
刀
で
文
字
を
掘
り
、

絵
の
具
や
金
箔
な
ど
で
装
飾
し
て

仕
上
げ
ま
す
。

　

鹿
目
さ
ん
は
、「
刻
字
を
始
め

て
30
年
と
い
う
節
目
に
な
る
。
皆

さ
ん
に
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
改

め
て
自
分
の
作
品
を
見
つ
め
直
す

機
会
に
し
た
い
」
と
今
回
の
展
示

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

月
16
日
、
塩
生
公
会
堂
前

に
お
い
て
、
塩
生
雪
中
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

塩
生
区
の
主
催
。
毎
年
歳
の
神

に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
地
区
の

体
育
委
員
や
消
防
団
員
ら
が
協
力

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
例
年
よ
り
も
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
区
民
が
参

加
。
宝
拾
い
や
お
た
ま
リ
レ
ー
な

ど
の
競
技
を
楽
し
み
、
会
場
は
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

和
３
年
度
下
郷
町
民
ス

キ
ー
教
室
は
、
１
月
８
日

と
15
日
、
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
体
育
協
会
の
主
催
で
下
郷
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
の
主
管
。
延
べ
25
名

の
町
内
児
童
が
参
加
し
、
ス
キ
ー

の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
て
班
分
け
を
し
、
会
員

が
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
基
礎
・

応
用
力
の
向
上
を
目
指
し
、
充
実

し
た
ス
キ
ー
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
防
止
啓
発
運
動

は
12
月
21
日
、
年
末
年
始

の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

南
会
津
警
察
署
お
よ
び
町
交
通

対
策
協
議
会
員
な
ど
11
名
が
参

加
。出
発
式
で
は
星
學
町
長
が「
飲

酒
運
転
を
出
さ
な
い
よ
う
啓
発
し

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
２
班
に
分
か
れ
て
町

内
の
飲
食
店
を
訪
問
。
ポ
ス
タ
ー

な
ど
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が

ら
、「
飲
酒
運
転
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

葉
レ
ジ
ャ
ー
企
画
（
旧

デ
ュ
ア
ル
ス
キ
ー
福
島

会
）
は
、
１
月
８
日
か
ら
10
日
に

か
け
て
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
（
天
栄
村
）
に
て

デ
ュ
ア
ル
ス
キ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

受
講
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
講
会
で
、
阿
部
正
美
さ

ん
（
大
内
）
ら
会
員
３
名
が
合
格
。

今
後
、
他
の
会
員
も
山
形
県
な
ど

で
パ
イ
ロ
ッ
ト
検
定
に
挑
み
ま
す
。

　

現
在
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
予
約
受
付
を
中
止
し
て
い
ま
す

が
、感
染
状
況
が
落
ち
着
き
次
第
、

運
営
を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

月
12
日
、
南
倉
沢
女
性
・

若
者
等
活
動
促
進
施
設
に

お
い
て
集
落
営
農
活
動
会
議
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

南
倉
沢
区
に
住
む
約
30
名
が
参

加
。
福
島
県
南
会
津
農
林
事
務
所

地
域
農
業
推
進
課
よ
り
、
平
田
村

九
生
竜
地
区
の
集
落
営
農
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
、大
河
内
栄
課
長
は
、

「
事
例
を
ヒ
ン
ト
に
、
地
区
で
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

立体的な書の芸術雪上に歓声響く

レベルアップを目指して 飲酒機会が増えるとき

東北初の開催

地域の未来を考える

鹿目さんの刻字展開催塩生雪中運動会を開催

町スキー教室開催 飲酒運転防止啓発運動

デュアルスキー受講会

集落営農活動会議を開催

▲集会所に集まった南倉沢区の皆さん

町町
のの
話
題
話
題

▶
作
品
を
鑑
賞
す
る
来
場
者

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

室
井
正
区
長
は
、「
営
農
だ
け

で
な
く
こ
の
集
落
、
家
庭
を
守
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
皆
さ
ん

一
人
一
人
に
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
域
の
活
動
に
少
し
で
も
協

力
し
、
次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
熱
い
想

い
を
語
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
今
後
張
平
区
な

ど
で
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

２
回
「
下
郷
町
の
昔
話
を

聞
く
会
」
は
、12
月
11
日
、

田
沼
文
藏
記
念
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

下
郷
町
昔
話
の
会
主
催
。
約
40

名
が
来
場
し
、
児
山
千
代
江
さ
ん

（
桃
曽
根
）
ら
が
語
る
昔
話
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。
合
間
に
は
馬
場

誠
三
さ
ん
（
十
文
字
）
が
「
し
ん

ご
ろ
う
音
頭
」を
披
露
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
佐
藤
か
よ
子
さ
ん

（
水
門
）
は
、「
一
緒
に
活
動
し
て

く
れ
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

第

昔話を後世に
第２回昔話を聞く会

◀
「
小
野
の
観
音
様
」
の
話
を
す
る
佐
藤
さ
ん
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健やかに暮らせる
まちを目指して

第 2次第 2次
健康しもごう21計画健康しもごう21計画便り便り

第 10号第 10号

レイル」という言葉をご存知ですか？
最近は、新型コロナウイルスの影響により、

フレイルのリスクが高まっていると言われています。
今月はフレイルについて知り、こころとからだの健
康維持について考えましょう。

「フ

　フレイル　

活動記録

森田隊員

地
域
地
域

  
お
こ
し

お
こ
し

    
協
力
隊

協
力
隊

▲学生の皆さんと星隆雄区長（左から２番目）

森
林
を
知
る
人
々
へ
の
取
材

―  

木
地
師
研
究
家
編  
―

大
学
生
の
力
を
活
用
し
た

集
落
復
興
支
援
事
業

　

下
郷
の
森
林
に
関
わ
っ
て
い
る

方
々
へ
の
取
材
「
第
４
弾
」
で
す
。

　

今
回
は
、
轆ろ
く
ろ轤
師
・
木
地
師
を

長
年
研
究
さ
れ
て
い
る
金か
な
い井

晃
あ
き
ら

さ
ん
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

◆
研
究
の
き
っ
か
け

　

会
津
若
松
市
で
育
っ
た
身
と
し

て
、
高
校
時
代
よ
り
漆
器
に
興
味

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

分
業
制
で
あ
る
漆
器
産
業
に
お

い
て
、
歴
史
に
名
が
残
る
の
は
基

本
的
に
蒔
絵
師
の
み
と
い
う
点
を

不
思
議
に
思
い
な
が
ら
、
会
津
を

離
れ
て
就
職
。
し
か
し
就
職
後
も

漆
器
へ
の
想
い
を
絶
ち
切
れ
ず
、

◆フレイルとは？
　フレイルとは、「加齢とともに身体の機能が低下
し、介護が必要となる危険性が高くなっている状
態」を指します。
　新型コロナウイルスの影響により、外出や人と
会う機会が少なくなっている今。生活の活力低下
からフレイルを招きやすくなるため、注意が必要
です。
　できるだけ長く元気に生活するために、フレイ
ルを予防、改善し、健康寿命を延ばすことを心が
けましょう。

フレイルチェック！
■■食欲がわかず、食事量が減った
■■体重が減った
■■硬いものが食べにくくなった
■■お茶や汁物で、むせやすくなった
■■以前と比べて活気がなくなった
■■歩く速度が遅くなった
■■外出がおっくうになった
※当てはまるものが多いほど、フレイルの

可能性が高いです。

健康な状態 フレイル 介護が必要な状態

適切な対策で、フレイルの状態から抜け出すことができます。

●たんぱく質を意識して食べましょう
　特に 75 歳以上の方（74 歳以下でもやせている方）
は、肉や魚、卵、豆製品、乳製品を食べ低栄養を
予防することが大切です。筋肉をつくるたんぱく
質を中心に、バランスの良い食事をとりましょう。
※腎機能が低下している方は、主治医と相談しな

がら摂取しましょう。
※汗をかきにくい冬も、高齢の方は脱水症状に陥

りやすいです。こまめに水分をとりましょう。

●家でできる運動からやってみましょう
　テレビを見ながら体を動かしたり、座りながら
できる運動で筋力低下を予防しましょう。暖かく
なったら外を歩くこともおすすめです。
　元気はつらつ教室や各地区でのサロン活動でも、
運動やお口の健康の話などを行っています。健康
係までお問い合わせください。

フレイル予防・改善のポイント

戸
石
の
木
地
師
家
系
の
方
々
と
の

ご
縁
か
ら
、
木
地
師
の
研
究
を
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
９
年
に
奥
会
津

博
物
館
よ
り
「
木
地
師
展
を
行
い

た
い
」
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、
平

成
13
年
に
開
催
さ
れ
る
ま
で
、
近

隣
で
「
ア
ラ
ガ
タ
取
り
」
と
呼
ば

れ
る
木
地
工
程
の
一
種
を
現
役
で

行
っ
て
い
る
方
を
探
し
、
演
出
を

依
頼
し
、
古
文
書
を
読
む
な
ど
追

求
に
追
求
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◆
今
後
の
研
究

　

海
外
、
特
に
ネ
パ
ー
ル
の
木
地

轆
轤
が
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
直
前

に
、
轆
轤
が
残
っ
て
い
る
地
域
が

あ
る
と
知
り
訪
れ
て
い
た
途
中
で

し
た
。
感
染
症
の
影
響
で
研
究
が

滞
っ
て
い
る
た
め
、
研
究
を
進
め

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
津
地
域
で
も
調
べ
き

れ
て
い
な
い
古
文
書
が
数
多
く
あ

る
の
で
、
そ
れ
ら
を
拝
見
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

研
究
に
は
、
家
々
に
残
る
古
文

書
が
鍵
で
あ
り
、
古
文
書
を
拝
見

す
る
に
し
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
一
つ
で
拝
見
で

き
る
か
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

金
井
さ
ん
を
取
材
し
て
思
っ
た

こ
と
が
、
な
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
高
い
方
な
ん
だ
ろ
う

と
。
そ
し
て
木
地
の
話
を
中
心
に

聴
い
て
い
た
の
で
す
が
、
話
題
が

人
々
の
移
住
や
姓
名
の
話
に
ま
で

至
り
、
そ
の
知
識
の
広
さ
に
も
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
轆
轤
を
探
し
に
行
く
行

動
力
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
源
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
気
に

な
っ
て
聴
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
全

て
は
【
探
求
心
】
に
尽
き
る
そ
う

で
す
。
一
つ
課
題
を
見
つ
け
、
解

決
し
た
ら
ま
た
新
た
な
課
題
が
見

つ
か
る
…
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い

た
ら
こ
う
な
っ
た
と
の
こ
と
。
な

ん
て
素
敵
な
人
生
な
ん
で
し
ょ

う
。
ま
さ
に
、
イ
ン
ド
独
立
の
父

と
称
さ
れ
る
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン

デ
ィ
ー
の
名
言
『
明
日
死
ぬ
か
の

よ
う
に
生
き
よ
。
永
遠
に
生
き
る

か
の
よ
う
に
学
べ
』
の
よ
う
で
す

ね
。

　

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

金
井
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

会
津
の
木
地
師
は
、
古
く
（
鎌

倉
以
前
）
か
ら
移
動
し
て
き
た
人

と
会
津
若
松
を
蒲
生
氏
郷
が
治
め

た
際
に
移
っ
て
き
た
人
々
と
大
き

く
分
か
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
ポ

ツ
ポ
ツ
と
移
住
者
が
い
た
模
様
。

ど
こ
か
ら
来
た
か
に
よ
っ
て
木
の

切
り
方
や
道
具
が
異
な
る
た
め
、

道
具
な
ど
を
見
た
だ
け
で
ど
こ
か

ら
来
た
か
わ
か
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
木
の
切
り
方
や
道
具
に
つ

い
て
は
、
奥
会
津
博
物
館
で
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
勉
強
に

な
る
の
で
、
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

昨
年
度
か
ら
続
く
こ
の
事
業
。

交
流
か
ら
地
域
課
題
を
発
見
し
た

昨
年
度
と
は
違
い
、
今
回
は
県
か

ら
の
要
請
も
あ
っ
た
た
め
、
交
流

よ
り
も
今
後
の
事
業
の
た
め
の
プ

ラ
ン
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

目
標
は
地
域
と
都
心
の
中
高
生

を
混
ぜ
た
地
域
ワ
ー
ク
。
座
学
だ

け
で
は
学
べ
な
い
事
柄
を
、
下
郷

を
通
し
て
発
見
し
、
仕
事
ひ
い
て

は
生
き
方
へ
繋
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
た
な

メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、
プ
ラ
ン
作

成
が
進
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
彼
ら
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

●歯や口のなかの健康を保ちましょう
　歯や口の中が不健康になると、食欲低下や低栄
養につながりやすくなります。毎日の歯みがきな
どで口の中を清潔に保ちましょう。また、定期的
に歯科検診を受けましょう。

～ぱたから体操～
①「ぱ」「た」「か」「ら」と大きな声ではっきりと、

１音ずつ発声し、それぞれ５回ずつ行います。
②「ぱたから」と続けて発音し、５回繰り返しましょ

う。この体操を続けることで、飲み込む力がつ
きます。

●人とのつながりを大切にしましょう
　人とのつながりが減ることは「社会的孤立」と
も言われ、活力の低下や認知機能の衰えにつなが
ります。人と会う時間も必要です。感染対策をと
りつつ、家族や近所との会話を大切にしましょう。

▲木地師を研究している金井さん
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しもごう保育所

　　　　にじ組のおともだち

も
ご
う
保
育
所
に
じ
組
の

皆
さ
ん
は
、
歌
や
ダ
ン
ス

が
大
好
き
で
、
い
つ
も
元
気
い
っ

ぱ
い
で
す
。
男
子
９
名
、
女
子
８

名
の
17
名
で
、
湯
田
泉
先
生
（
楢

原
）
と
湯
田
菜
美
子
先
生
（
倉
村
）

が
担
任
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

に
じ
組
の
子
ど
も
た
ち
は
、
季

節
の
工
作
や
遊
び
を
楽
し
み
な

が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

時
々
け
ん
か
を
す
る
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
が
、
力
を
合
わ
せ
る
と

き
に
は
皆
一
緒
に
頑
張
れ
る
子
ど

も
た
ち
で
す
。

　

間
も
な
く
年
長
組
に
進
級
す
る

た
め
、
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
を

増
や
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
現
在
は
当
番
活
動
に
も

取
り
組
み
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
こ
と
も
考
え
ら
れ

し

る
よ
う
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
が
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に

寄
り
添
う
こ
と
。
楽
し
い
と
き
は

一
緒
に
楽
し
み
、
成
功
し
た
と
き

は
一
緒
に
喜
ぶ
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
「
保

育
所
が
楽
し
い
」と
思
え
る
よ
う
、

活
動
内
容
を
考
え
、
日
々
明
る
く

接
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

JAK 先生&JODI 先生

REPORT

　今年は信じられないくらい雪が多いですね！

イギリスでも雪が降りますが、少しだけです。

日本の雪の量に、毎朝驚いています。

　イギリスの家族にも、天気や雪の写真をよく

送るのですが、なかなかこの状況をわかってく

れません…。

　下郷の皆さん、暖かくしてこの冬を過ごしま

しょう！
▲軒下のつらら

ーしもごう保育所ー
下郷町大字豊成字林中6110-3

TEL69-1135

所 長	 星　夏子
職 員 数	 ２２名
ク ラ ス 数	 ６クラス
児 童 数	 ７９名
ひ よ こ 組（０歳児）	 ９名
　　　　    （１歳児）	 ８名
う さ ぎ 組（２歳児）	 １３名
か ぜ 組（３歳児）	 １２名
に じ 組（４歳児）	 １７名
そ ら 組（５歳児）	 ２０名

◆保育理念
　子ども一人一人を大切にし、
　保護者からも信頼され地域
　に愛される保育所を目指す

◆保育目標
　〇思いやりのある子ども
　〇がまん強い子ども
　〇がんばる子ども
　〇みんなと仲良く遊べる子ども

だんごさしだんごさし
しもごう保育所

湯野上保育所

1 月 13 日に行われた、保育所のだんごさしの様子をお届けします。

＊

＊

＊

＊
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戸籍や国民健康保険の主な届出
戸籍保険係　☎ 69-1133

種　別 届出人 必要なもの 印鑑 本人
確認

戸
籍

出生届 父母等 ・出生証明書
・母子健康手帳 〇

婚姻届 夫、妻になる人 ・婚姻届 〇 〇
離婚届 夫、妻 ・離婚届 〇 〇
死亡届 親族、同居人等 ・死亡届（死亡診断書） 〇

国
保

加入
（社保脱退）世帯主、対象者、

同一世帯員

・社会保険喪失証明書
　（勤務していた会社が発行） 〇 〇

脱退
（社保加入）

・加入した社会保険の健康
　保険証（被扶養者分含む） 〇 〇

※ 本人確認 は、顔写真付き（運転免許証、マイナンバーカードなど）
は１点、顔写真なし（健康保険証、年金手帳など）の場合は２点
必要です。

※ 死亡届 は、“届出人が記載したもの” を代理人（近所の方や葬儀会
社の方）が持参しても構いません。

広広  
報報  
文文  
芸芸

お知らせお知らせ
掲示板掲示板

20 歳になった方へ
国民年金制度のご案内

年
金

　日本国内に居住している 20 歳
以上 60 歳未満の方は、国民年金
の被保険者（加入者）となります。
20 歳になった方には、日本年金
機構から国民年金（第 1 号被保
険者）に加入したことをお知ら
せしています。
　国民年金保険料は、日本年金
機構からの納付書のほか、口座
振替による納付も可能です。
　なお、保険料を納めることが
困難な場合、「学生納付特例制度」
や「免除・納付猶予制度」があ
ります。保険料を納められない
ときは未納のまま放置せず、必
ずこれらの申請をしてください。

下郷町役場町民課
☎ 0241（69）1133
会津若松年金事務所
☎ 0242（27）5321

informationinformation informationinformation

下
郷
町
短
歌
会

面
会
の
叶
い
し
夫
と
は
会
話
出
ず

　
　
互
い
の
頬
に
涙
流
れ
る大　

沢　

鈴
木
佐
知
子

ず
け
ず
け
と
夫
を
前
に
告
知
す
る

　
　
医
師
の
言
葉
が
ど
ろ
ん
と
沁
み
る

塩　

生　

弓
田
ひ
ろ
の

沈
黙
を
運
ぶ
始
発
の
ゆ
く
先
は

　
　
声
響
き
合
ふ
コ
ロ
ナ
後
の
明
日

桃
曽
根　

星　
　

新
栄

孫
た
ち
と
電
車
ご
っ
こ
で
駆
け
回
る

　
　「
つ
ぎ
お
り
ま
あ
す
」
と
一
ぬ
け
ホ
イ

湯
野
上　

筒
井　

孝
子

い
つ
か
ら
か
誰
も
乗
ら
な
い
ブ
ラ
ン
コ
に

　
　
二
羽
の
烏
が
止
ま
り
て
揺
ら
す

萩　

原　

渡
部
千
恵
子

夏
に
来
て
車
に
酔
っ
て
泣
い
た
孫ま
ご娘

　
　
電
話
で
「
こ
ん
ど
が
ん
ば
る
」
と
言
う

大
松
川　

佐
藤
美
佐
子

庭
先
の
南
天
わ
れ
に
訴
え
る

　
　「
大
雪
前
に
こ
の
実
活
か
せ
」
と

石　

井　

星　
　

厚
子

よ
り
そ
い
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
し
が

　
　
強
き
も
の
言
い
時
に
顔
だ
す

音　

金　

弓
田
シ
ズ
子

令
和
よ
り
の
三
年
日
記
書
き
終
え
て

　
　
三
年
前
の
記
憶
を
た
ど
る桃

曽
根　

渡
部　

澄
子

問 合 先

　この先に「月に一番近い
場所」があるんです―。
樹海を目指した男が、そこ
で見たものは？
　科学のきらめきが人の想
いを結びつける短編集。

　のうふの「のふ」さんは、
おコメをつくっています。た
ねまきから、しゅうかくま
で、きんじょのひとと、たす
けあって…。南会津出身の作
家が描く、お米の絵本です。

『月まで三キロ』

『おこめをつくる　のうふののふさん』

著者：伊与原新
出版： 新潮社

著者：室井さと子
出版：新日本出版社

【開館時間】９：00 ～ 17：00

【休館日】毎週月曜・年末年始

【お問合せ】☎ 0241-67-3251

今月の新着図書 おすすめ図書

グリーンプラザ田沼文藏記念館　図書便り

文藏さんの本棚

【一般図書】
□土に贖う	 河崎秋子 / 集英社
□アドリブ	 佐藤まどか / あすなろ書房
□四月の岸辺	 湯浅真尋 / 講談社
□やさしい猫	 中島京子 / 中央公論新社
□吼えよ江戸象	 熊谷敬太郎 /NHK 出版
□名もなき星の哀歌	 結城真一郎 / 新潮社
□四季彩々 星賢孝写真集	 星賢孝 / 歴史春秋出版
□その情報はどこから？	 猪谷千香 / 筑摩書房
□「空気」を読んでも従わない	 鴻上尚史 / 岩波書店
□誰も知らない世界のことわざ	

E.F. サンダース / 創元社
【児童図書】
□ちちゃこいやつ	 R・ハドソン / マイクロマガジン社
□このほんよんでくれ！	 B. カルボネリ他 / クレヨンハウス
□ムーミン谷のなかまたち　リトルミィがやってきた

トーベ・ヤンソン / 徳間書店
□こどものとも２月号	 福音館書店
□かがくのとも２月号	 福音館書店

案
内

土地の境界問題で
お困りではないですか？

　福島地方法務局と福島県土地
家屋調査士会では、連携して土
地の境界問題の解決を支援して
います。
　近年、所有者不明の土地が大
きな社会問題になっています。

「土地の境界がわからない」「お
隣 と 土 地 の 境 界 で ト ラ ブ ル に
なっている」という方は、次の
制度をご利用ください。
◆筆界特定制度

専門家の意見を踏まえ、
法務局の職員が真実の
筆界を特定します。
福島地方法務局
不動産登記部門
☎ 024（534）2048

◆土地家屋調査士会 ADR 制度
土地家屋調査士や弁護
士が相談・調停を行い、
さまざまな境界問題の
解決を支援します。
境界紛争解決支援セン
ターふくしま
☎ 024（535）3937

制度内容

問 合 先

制度内容

問 合 先

募
集

　南会津郡内で活動するハンター
の体験談や、わなの解説、射撃シ
ミュレーター体験など、「聞いて・
見て・触れる」セミナーを開催
します。参加は無料です。“狩猟”
の世界を体験してみませんか？

令和４年３月５日（土）
10：00 ～ 12：00

（受付は 9：30 から）
御蔵入交流館
先着 20 名
南会津郡在住で、狩猟に
興味がある方、狩猟免許
取得を目指している方
電話または電子メール
にてお申込みください。
※メールの場合、下記
アドレスより受信確認
メールをお送りします。
令和４年２月 16 日（水）

～２月 28 日（月）
福島県南会津地方振興局
☎ 0241（62）2061
✉minamiaizu.kenminkan
kyou@pref.fukushima.lg.jp

聞いてみよう！やってみよう！
はじめての狩猟セミナー

開催日時

会 場
人 数
対 象

申 込 み

申込受付

問 合 先

町の気象データ　12 月
最高気温  　１２．０℃（1,12 日）

最低気温  －１０．０℃（29,30 日）

平均気温  　　０．１℃

月計降水量  　６０．０㎜

月計降雪量  １２９．０㎝

環境放射能
（µSv/ 時）

 最高０．０７４
 最低０．０３１

※町役場前測定
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下郷町役場　　　　    

■開庁時間　８：30 ～ 17：15
■電話番号
◆役場	 総務課…………………69-1122

総合政策課……………69-1144
税務課…………………69-1155
町民課…………………69-1133
健康福祉課……………69-1199
農林課…………………69-1188
建設課…………………69-1177
出納室…………………69-1121
教育委員会……69-1166/1168
議会事務局……………69-1123
農業委員会……………69-1188

◆保育所等
しもごう保育所…………………69-1135
湯野上保育所……………………68-2315
地域子育て支援センター………69-1137
子育て世代包括支援センター…69-1199

◆文化・スポーツ施設
公民館……………………………67-2211
下郷ふれあいセンター…………69-1112
大川ふるさと公園………………67-2905
町民体育館………………………68-2542
田沼文藏記念館…………………67-3251

◆江川出張所…………………………69-5111

informationinformation

代表取締役　齋藤　理 
株式会社　しもごう環境サービス  

【本社・工事部】 下郷町大字豊成字下川原115
 ☎（67）4265　FAX（67）4275

【環境部・プラント部】 下郷町大字豊成字下川原115
 ☎（69）1231　FAX（69）1232

【衛生課】 （東部聖苑火葬受付番号） 　☎（67）3707

̶ き れ い な 街 が す き ̶  
土木建築工事・水道工事・解体工事・ 
砕石販売・一般・産業廃棄物収集運搬 

（広告）

い
ろ
ど
り
通
信

い
ろ
ど
り
通
信

（
編
集
後
記
）

　　２月の納税等　　
固定資産税	 ４期
国民健康保険税	 ８期
介護保険料	 ６期
後期高齢者医療保険料	 ７期
水道使用料（一般・営業）	 ２月

◆問い合わせ　税務課　☎ 69-1155

※
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
は
本

当
に
雪
が
多
い
で
す
ね
。
カ
メ
ム
シ

予
報
は
当
た
ら
な
い
よ
う
で
す
…
。

　

今
月
は
少
し
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
、

日
曜
当
番
医
や
行
事
予
定
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
と
試
行
錯
誤
中
で
す
！

　

さ
て
、
１
月
は
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
、
す
ば

ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
井
彩
子
）

マイナンバーカード
　　　２月の窓口開設日　　　

２月 13 日（日）
9：00 ～ 15：00

◆問い合わせ　町民課　☎ 69-1133

◆対 象 業 務　マイナンバーカード交付・更新
※事前にご連絡をお願いします。

（広告）

２２月の町の予定	 February月の町の予定	 February

2/ １ 火 星賢孝氏写真展（～ 13 日）［田］

２ 水 心の健康相談［南保］

３ 木

４ 金 ３歳児・１歳 6 カ月児健康診査［ふ］

５ 土

６ 日
「霧幻鉄道」特別試写会［ふ］
㊩高橋医院（南会津町☎ 62-0040）

７ 月

８ 火 育児相談会［子］

９ 水 ３～４カ月児健康診査［御］

10 木 なかよしサークル［ふ］

11 金㊗

12 土

13 日 ㊩芳賀医院（下郷町☎ 67-2128）

14 月

15 火 渡部誠記氏寄贈品展（～ 27 日）［田］

16 水

17 木

18 金 乳幼児健康相談［ふ］

19 土

20 日 ㊩馬場医院（南会津町☎ 62-0141）

21 月

22 火

23 水㊗ 生涯学習講演会［ふ］

24 木 健康づくり計測会［ふ］

25 金

26 土

27 日 ㊩なかやクリニック（南会津町☎ 73-2036）

28 月

3/ １ 火

２ 水

３ 木
ひなまつり［子］
献血［AI・役］

４ 金

５ 土

６ 日
㊩伊南小野木クリニック
　（南会津町☎ 76-7780)

㊩ … 日曜当番医
（※診療は午前中のみ）

［役］ … 下郷町役場
［ふ］ … ふれあいセンター
［田］ … 田沼文藏記念館
［子］ … 子育て支援センター

（しもごう保育所内）
［御］ … 御蔵入交流館（南会津町）

［南保］ … 南会津保健所（南会津町）

カレンダーの
主な記号表記

町 の う ご き

人口と世帯数
令和４年１月１日現在　（　）は前月比

男……………2,644 人　  （ －  9 ）
女……………2,644 人　  （ －  8 ）
計……………5,288 人　  （－ 17）
世帯数………2,175 世帯  （ －  4 ）
出生……  1 人　　死亡…… 8 人

保健行事

◆元気はつらつ教室
　感染拡大防止のため、２月は中止とさせて

いただきます。

◆健康づくり計測会
２月 24 日（木）
① 9：30 ～　② 10：00 ～　③ 11：00 ～
ふれあいセンター

体組成や血圧などの計測、歯科講話があ
ります。お電話にてご予約ください。

◆献血
３月３日（木）

① 9：30 ～ 12：00  AI TECHNOLOGY
② 14：00 ～ 16：30  下郷町役場

☎ 69-1199

子育て支援センター

◆育児相談会
２月８日（火）　10：00 ～ 11：30

育児のさまざまな相談に応じ、身体計測も
行います。

◆ひなまつり
３月３日（木）　10：00 ～ 11：30

参加希望の方は２月 25 日（金）までにお
申込みください。なお、参加者は町内の方
に限らせていただきます。

☎ 69-1137

日

日

時

時・所

日時

日時

所

※日曜当番医の診察は、午前中のみです。
※新型コロナウイルス感染症拡大状況等により予定

が変更となる場合があります。ご了承ください。
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星　美有 さん（弥五島）

Miyuu　Hoshi

田
看
護
専
門
学
校
で
、
看
護
師
に

な
る
た
め
日
々
勉
強
中
の
星
さ

ん
。
人
の
た
め
に
働
き
た
い
と
い
う
意
志

と
、
理
学
療
法
士
の
親
戚
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
り
、医
療
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

成
人
式
で
は
実
行
委
員
と
し
て
受
付
を

担
当
。
同
じ
く
式
に
出
席
す
る
同
級
生
ら

を
、
明
る
い
笑
顔
で
迎
え
て
い
ま
し
た
。

「
下
郷
の
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
が
好
き
。

も
っ
と
若
い
人
が
い
て
、
に
ぎ
や
か
な
町

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

学
校
や
病
院
で
行
う
実
習
で
は
、
実
際

に
患
者
さ
ん
に
医
療
を
提
供
し
、
手
術
に

も
参
加
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

び
、
卒
業
後
は
看
護
師
と
し
て
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
し
た
い
と
の
こ
と
。
ゆ
く
ゆ

く
は
救
急
の
現
場
で
働
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、「
い
ち
早
く
、
多
く
の
人
の
命
を

救
い
た
い
」と
使
命
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

竹

SSMILEMILE
382

Part 32

～皆さんに見ていただきたい写真をご紹介～

しもごろー宛ての年賀状

　しもごろーに届いた年賀状の一部をご紹介します。イラストやメッ
セージなど、皆さん一生懸命書いてくれました。
　届いた年賀状は、今後、町内郵便局で展示される予定です。


